
提案理由の説明を行う磯田市長

12月定例会で可決した意見書
北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書

　北朝鮮による日本人拉致問題については、2002年の日朝首脳会談で北
朝鮮が日本人の拉致を認め、拉致被害者５名が帰国を果たしたものの、
その後は解決に向けた進展が見られないまま20年以上が経過しました。
　政府認定の拉致被害者12名が安否不明の状況であり、このほか特定失
踪者、拉致の可能性を排除できない事案に係る方々がいまだ多数おられ
ます。
　新潟県では、拉致被害者５名のうち、横田めぐみさんと曽我ミヨシさ
んがいまだ帰国を果たしていません。また、長岡市で行方が分からなく
なった中村三奈子さんをはじめ、県内には拉致の疑いのある特定失踪者
の方が６名おられ、現在も安否が分からぬままとなっています。
　このような状況の中、近年では横田めぐみさんの父・滋さん、田口八
重子さんの兄・飯塚繁雄さんが、拉致被害者との再会を果たせぬまま他
界されており、被害者自身やその家族の高齢化が進む中、もはや一刻の
猶予も許されない状況に置かれています。
　よって、国会及び政府におかれては、拉致被害者及び特定失踪者家族
の痛切な思いを共有し、拉致被害者及び特定失踪者全員の早期帰国並び
に真相の究明に向け、今後とも拉致問題を「最優先、最重要課題」と位
置づけ、国際社会と連携を強化しつつ、国際情勢に鑑み時機を逸するこ
となく、国を挙げて全力で取り組まれるよう、強く要望します。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、
　　　　 拉致問題担当大臣

～意見書とは～
　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、議会の
意思を意見としてまとめ、国会や県などに伝える手段のことをいいます。
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長
岡
市
議
会
で
は
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
を
充
実
・
強
化
し
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

四
つ
の
常
任
委
員
会
で
先
進
地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
会
の
行
政
視
察
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
行
政
視
察
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
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決
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岡
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ほ
か

　
12
月
定
例
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月

19
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
一
般
会
計
や
特

別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議

案
等
42
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
６
ペ
ー
ジ

の
「
会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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号234市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

12月定例会【18人が一般質問】
主な質問と答弁の要旨を掲載します。

　
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
の
実
現

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

　
子
育
て
当
事
者
に
つ
い
て
は
、

共
働
き
や
核
家
族
化
の
中
、
子
育

て
に
お
け
る
孤
独
や
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
困
難
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

孤
独
や
不
安
の
解
消
に
努
め
、
発
達
支

援
な
ど
も
含
め
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
に
対
応
す
る
支
援
策
を
実
施
し

て
い
く
。
子
育
て
当
事
者
や
若
者
が
子

育
て
に
対
し
て
喜
び
や
希
望
、
関
心
を

持
て
る
子
育
て
環
境
を
整
え
、
子
育
て

日
本
一
の
ま
ち
を
オ
ー
ル
長
岡
で
目
指

し
て
い
く
。

　
発
達
支
援
の
長
岡
モ
デ
ル
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を
伺

う
。

　
本
市
で
は
、
こ
ど
も
発
達
相
談

室
に
よ
る
相
談
体
制
や
、
こ
ど
も

す
こ
や
か
応
援
チ
ー
ム
の
訪
問
支
援
な

ど
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
、
従
来
の
支
援
に
医
療
と

の
連
携
を
加
え
る
た
め
に
、
臨
床
経
験

豊
富
な
小
児
科
医
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
招
へ
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

関
係
機
関
が
連
携
し
た
最
適
な
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
心
理
士

等
の
専
門
職
を
増
員
し
、
多
職
種
が

チ
ー
ム
で
園
や
学
校
を
訪
問
し
て
支
援

す
る
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
医
療
や

福
祉
が
真
に
必
要
な
子
ど
も
た
ち
を
早

期
に
把
握
し
、
保
護
者
支
援
を
含
め
た

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
従
来
の
支
援
に
新
た
な
取
り

組
み
を
加
え
て
強
化
し
た
発
達
支
援
体

制
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
子
ど
も
の

個
性
や
特
性
を
大
切
に
し
た
多
様
な
育

ち
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
長
岡
モ
デ

ル
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

　
業
務
改
革
に
よ
る
経
費
節
減
を

効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
改
革

に
取
り
組
む
動
機
付
け
を
行
う
こ
と
が

有
効
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
各
部
局
が
業
務
改
革
等
を
主
体

的
に
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
予
算
編
成
の
中
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
等
を
新
た
に
導
入
し
た
業
務

刷
新
に
よ
り
職
員
削
減
が
図
ら
れ
る
事

業
は
シ
ー
リ
ン
グ
対
象
外
と
し
、
個
別

に
予
算
要
求
で
き
る
よ
う
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
か
ら
取
り
扱
い
を
変
更
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
見
直
し
や
工

夫
等
の
結
果
、
一
次
経
費
と
し
て
配
分

し
た
一
般
財
源
の
要
求
上
限
額
を
下

回
っ
て
達
成
し
た
部
局
は
、
そ
の
下

　
３
期
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
め

ぐ
っ
て
は
、
能
登
半
島
地
震
を
踏

ま
え
た
地
震
リ
ス
ク
の
再
検
証
や
屋
内

退
避
の
実
効
性
、
大
雪
と
の
複
合
災
害

時
の
避
難
手
段
の
確
保
な
ど
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て
い

な
い
現
時
点
に
お
い
て
、
再
稼
働
の
議

論
を
具
体
的
に
進
め
る
状
況
で
は
な
い

と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
。
令
和

６
年
11
月
に
開
催
し
た
市
町
村
研
究
会

の
実
務
担
当
者
会
議
で
は
、
市
町
村
の

担
当
者
か
ら
複
合
災
害
時
に
お
け
る
屋

内
退
避
や
避
難
の
実
効
性
に
係
る
疑
問

や
意
見
等
、
住
民
の
目
線
に
立
っ
た
質

問
が
多
く
出
さ
れ
た
。
国
や
県
に
は
、

具
体
的
な
対
応
策
の
提
示
と
納
得
の
い

く
説
明
を
求
め
て
い
く
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の

生
活
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
と
生
活
機
能
の
維
持
を
最
優
先

に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
遠
隔
医
療

や
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
買
い
物
等
の

利
便
性
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

に
よ
る
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
へ
の

集
落
支
援
員
の
配
置
や
、
高
齢
者
の
安

否
を
見
守
る
在
宅
高
齢
者
等
安
心
連
絡

シ
ス
テ
ム
事
業
、
地
域
全
体
で
高
齢
者

を
見
守
る
シ
ル
バ
ー
さ
さ
え
隊
事
業
等

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
市
の
施

策
に
住
民
同
士
の
共
助
や
民
間
事
業
者

と
の
連
携
も
組
み
合
わ
せ
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
長

岡
の
会
は
、
令
和
６
年
７
月
に
市

長
に
対
し
、
約
１
万
６
千
筆
の
署
名
を

提
出
し
た
。
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
学
校
給
食
費
無
償
化
制
度
を

創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
当
該
署
名
を
受

け
取
り
、
参
加
者
の
意
見
も
伺
っ

て
き
た
。
現
在
市
で
は
生
活
困
窮
世
帯

に
対
し
、
学
校
給
食
費
の
全
額
を
公
費

で
支
援
し
て
い
る
が
、
全
世
帯
を
対
象

と
し
た
無
償
化
に
つ
い
て
は
本
市
単
独

で
実
施
す
る
に
は
財
政
負
担
が
大
き
く
、

義
務
教
育
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
、

国
が
全
国
一
律
に
実
施
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
国
や
県
へ
の
要
望
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
本
市
単
独
で
実
施
可
能

な
支
援
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

　
国
の
制
度
を
活
用
し
た
奨
学
金

返
還
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、
企

業
の
人
材
確
保
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
市
内

企
業
を
対
象
と
し
て
早
期
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
が
学
費
の
軽
減
や
、
給
付
型
の

奨
学
金
の
充
実
、
授
業
料
の
減
免
等
に

よ
り
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
一
部
の
市
内
企
業
で
、
す
で
に

奨
学
金
返
還
支
援
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
予
算
編
成
の
都

合
に
よ
り
、
今
定
例
会
に
お
い
て
具
体

的
な
施
策
を
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

市
と
し
て
実
施
可
能
な
支
援
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い
て

回
っ
た
一
般
財
源
額
を
二
次
経
費
に
持

ち
越
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
扱
っ

て
い
る
。

　
予
算
編
成
に
関
す
る
通
知
の
実

効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
仕
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

　
本
通
知
を
発
出
し
た
目
的
は
、

各
部
局
が
シ
ー
リ
ン
グ
を
達
成
す

る
こ
と
と
適
切
な
予
算
要
求
を
行
う
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
の
内
容
や
結
果
に
つ
い
て
は
、

目
的
に
即
し
た
観
点
に
よ
っ
て
、
各
部

局
の
予
算
要
求
か
ら
市
長
査
定
ま
で
の

各
段
階
の
中
で
確
認
し
て
お
り
、
適
切

な
予
算
編
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

刻
々
と
変
わ
る
社
会
経
済
情
勢
、
国
・

県
の
政
策
や
予
算
の
動
向
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
も
幅
広
く
考
慮
し
て
、

総
合
的
な
検
討
や
判
断
を
積
み
重
ね
な

が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
通
知
に
記

載
の
あ
る
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
を
踏
ま
え
な
が
ら
予
算

を
編
成
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
一
般
職
、
特
別
職
お

よ
び
議
員
の
給
与
等
に
係
る
条
例

改
正
案
が
一
括
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
透
明
性
の
高

い
審
議
を
行
う
た
め
に
議
案
を
分
割
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
全
て
の

条
例
に
つ
い
て
、
同
様
の
改
正
理

由
で
同
一
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

る
見
込
み
の
も
の
は
、
部
局
長
の
説
明

を
重
複
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
議
案
審
議

の
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
複
数
の

条
例
の
改
正
を
ま
と
め
て
一
つ
の
議
案

と
し
て
き
た
。
長
年
議
会
に
も
了
解
さ

れ
て
き
た
取
り
扱
い
で
あ
り
、
今
後
も

こ
の
取
り
扱
い
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

扱
い
を
改
め
、
特
定
の
条
例
を
特
例
的

に
分
割
す
る
場
合
に
は
、
議
会
と
の
相

談
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

市
発
注
の
公
共
工
事
に
お
け
る

入
札
・
契
約
業
務
に
関
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
お
よ
び
５
年
度
に

お
い
て
、
入
札
不
調
に
よ
り
分
離

発
注
し
た
案
件
の
う
ち
、
当
初
よ
り
増

額
と
な
っ
た
関
連
工
事
の
件
数
を
伺
う
。

ま
た
、
入
札
不
調
を
減
少
さ
せ
る
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
入
札
不
調
に
よ
っ
て
分
離
発
注

し
、
当
初
よ
り
増
額
と
な
っ
た
関

連
工
事
は
、
４
年
度
の
発
注
工
事
で
は

該
当
が
な
く
、
５
年
度
の
発
注
工
事
で

は
４
施
設
に
つ
い
て
５
件
あ
っ
た
。

　
入
札
不
調
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対

策
と
し
て
は
、
事
業
者
が
受
注
し
や
す

く
す
る
た
め
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

可
能
な
範
囲
で
発
注
時
期
の
平
準
化
や

分
散
化
を
図
り
、
入
札
参
加
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

※１　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を取り入れ、市民生活や行政サービスをより良く変化させること。
※２　ＩＣＴ：Information and Communication Technology（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の略。情報通信技術。
※３　シーリング：各部局からの予算要求額に上限を設ける仕組み。

五十嵐 良一
（長岡令和クラブ）

笠井　則雄
（共産党市議団）

波多　恵理
（市民クラブ）

衣川　広志
（無所属クラブ）

高橋　美里
（無所属クラブ）

財
政
均
衡
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

磯
田
市
長
の
目
指
す
市
政
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

市
長
の
目
指
す

長
岡
の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
つ
い
て

長
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
議
案
に
つ
い
て

笠井　則雄

五十嵐　良一

波多　恵理

　
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
経
営
基
盤
の
強
化
と
成
長
に
は
、

生
産
性
の
向
上
や
高
付
加
価
値
化

が
必
須
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
省
力
化
に
対
す
る
伴
走
支
援
を

充
実
さ
せ
て
お
り
、
今
後
な
が
お
か
Ｄ

Ｘ
セ
ン
タ
ー
を
核
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
体
制

を
強
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
金
融
機
関
と
連
携
し
た
融
資
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
え
、
令
和

７
年
に
合
併
す
る
８
地
域
の
商
工
会
等

の
各
商
工
団
体
と
連
携
し
、
企
業
の
資

金
繰
り
や
事
業
承
継
に
つ
い
て
も
き
め

細
か
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
不
登
校
と
ひ
き
こ
も
り
の
現
状

と
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数

は
令
和
５
年
度
時
点
で
６
５
３
人

で
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
本

市
で
は
、
不
登
校
初
期
対
応
フ
ロ
ー
の

策
定
や
ほ
っ
と
ル
ー
ム
の
充
実
、
子
ど

も
を
語
る
親
の
集
い
の
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
「
指
導
要
録
上
の
出
席
扱
い
」
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
を
開
始
し

た
。
今
後
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

の
支
援
と
と
も
に
、
登
校
し
て
も
教
室

に
入
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
で

あ
る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
４
月
に
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
室
を

設
置
し
、
10
月
末
ま
で
に
４
０
５
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

じ
く
４
月
に
開
設
し
た
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
の
居
場
所
こ
ん
ぺ
い
と
う
は
、
第

三
の
居
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
官
民
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
予
定
し
て
お
り
、
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

池田　和幸
（市民クラブ）

市
長
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

池田　和幸

衣川　広志

高橋　美里

※
2

※
1

※
3

来
年
迎
え
る
１
次
合
併
か
ら
20
年
の

総
括
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

　保
護
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
保
護
者
に
対
し
て
は
、
令
和
６

年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
チ

ラ
シ
と
説
明
動
画
に
よ
り
、
来
年
度
か

ら
の
変
更
点
に
つ
い
て
周
知
し
た
。
今

後
は
、
受
託
事
業
者
が
決
定
し
た
こ
と

を
含
め
、
改
め
て
チ
ラ
シ
等
で
保
護
者

に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
併
設
す
る
児
童
館
の
館
長
や

児
童
厚
生
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
組

織
へ
の
説
明
会
を
必
要
に
応
じ
て
複
数

回
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に

民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
る

変
更
点
や
、
身
分
変
更
と
な
る
児
童
厚

生
員
の
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て
、
不
安

の
声
も
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、
児
童

館
長
や
児
童
厚
生
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
職
員
等
に
対
し
、
さ
ら
に
丁

寧
な
説
明
を
受
託
事
業
者
と
と
も
に
実

施
し
て
い
く
。

　民
間
委
託
を
契
機
に
、
長
期
休

業
時
の
食
事
の
提
供
を
実
現
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
ま
ず
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
提

供
と
安
定
的
な
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
が
最

優
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

長
期
休
業
中
の
食
事
提
供
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
食
事
の
提

供
な
ど
を
含
め
た
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
委
託
移
行

後
の
運
営
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
改

め
て
受
託
事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
検

討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
市
立
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て

　本
市
に
お
け
る
単
身
高
齢
者
の

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
を
伺
う
。

　
本
市
の
単
身
高
齢
世
帯
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
６
年
４

月
１
日
現
在
で
１
万
８
５
１
６
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
対
応
し
て
い
る
が
、
単
身
高
齢
世
帯

お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し
て

は
順
次
戸
別
訪
問
も
行
い
な
が
ら
、
困

り
事
や
生
活
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

　気
候
変
動
に
強
い
農
業
の
構
築

を
目
指
し
た
中
・
長
期
的
な
対
策

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
中
・
長
期
的
な

対
策
と
し
て
、
気
候
変
動
に
適
応

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
新
技
術
の
導

入
や
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た

対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
水
不
足
や
豪
雨
対
策
と
し
て
、

市
内
６
５
０
カ
所
以
上
の
水
田
等
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
各
ほ
場
の

水
管
理
等
に
活
用
し
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
は
水
不
足
に
備
え
た
営
農
指
導
に

つ
な
げ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
気
候

に
左
右
さ
れ
な
い
農
業
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
次
世
代
園
芸
を
推
進
し
て
お
り
、

市
内
へ
の
実
装
に
向
け
た
生
産
性
や
収

る
。
そ
の
後
の
対
応
は
、
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、

親
族
と
の
協
議
や
住
民
同
士
の
助
け
合

い
、
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
解
決

に
向
け
て
手
を
尽
く
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
と
き
め
細
か
な
対
応
に

よ
り
、
単
身
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て
、
ご

み
出
し
が
困
難
な
単
身
高
齢
者
が

利
用
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
伺
う
。

　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
週
１
回
戸

別
訪
問
を
し
て
ご
み
を
収
集
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
平
成
16
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
普
段
の

生
活
状
況
を
把
握
し
て
い
る
民
生
委
員

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら

単
身
高
齢
者
や
障
害
者
へ
事
業
の
紹
介

や
提
案
が
な
さ
れ
、
利
用
を
希
望
す
る

場
合
に
市
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
市
の
担
当
者

が
世
帯
の
状
況
や
ご
み
出
し
が
困
難
な

理
由
等
に
つ
い
て
面
談
を
通
し
て
確
認

し
、
利
用
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
。

池田　明弘
（長岡市公明党）

　知
事
に
対
し
、
再
稼
働
の
是
非

に
つ
い
て
県
民
に
信
を
問
う
方
法

を
早
期
に
示
す
よ
う
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
、
再
稼
働
の
是
非
を
問
う

県
民
投
票
の
実
施
を
目
指
し
た
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
知
事
が
述
べ
て
い
る

信
を
問
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お

り
、
そ
の
方
法
に
関
し
て
は
知
事
が
熟

考
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
市
町
村
研
究
会
な
ど
を
通
じ
て
、

県
に
対
し
取
り
ま
と
め
方
法
を
早
期
に

示
す
よ
う
求
め
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
本
市
と
し
て
は
知
事
の
再
稼
働

の
是
非
の
判
断
に
本
市
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

　個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
や
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
個
人
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
自
衛
隊
新
潟

地
方
協
力
本
部
と
の
間
で
覚
書
を
締
結

し
、
提
供
す
る
情
報
を
住
所
と
氏
名
の

２
情
報
の
み
と
す
る
制
限
を
設
け
、
目

的
以
外
で
の
使
用
禁
止
や
適
正
な
管
理

な
ど
も
求
め
る
な
ど
厳
密
な
運
用
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
は
宛
名
シ
ー
ル

に
印
字
し
て
提
供
し
て
お
り
、
他
の
用

途
で
の
使
用
を
難
し
く
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
自
衛
隊
に
自
身
の
情
報
提
供
を

希
望
し
な
い
市
民
の
た
め
に
除
外
申
請

の
機
会
を
設
け
て
お
り
、
市
内
高
校
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
個
人
情
報
保

護
を
強
化
し
た
形
で
提
供
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ

い
て

益
性
の
実
証
、
人
材
育
成
な
ど
を
進
め

て
い
く
。
加
え
て
、
高
温
に
強
い
品
種

の
導
入
促
進
や
、
農
業
用
水
路
の
施
設

改
修
な
ど
に
よ
り
、
気
候
変
動
に
負
け

な
い
産
地
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　今
後
の
中
山
間
地
域
農
業
の
振

興
に
対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
中
山
間
地
域
農
業
は
、
生
産
条

件
が
不
利
で
あ
る
一
方
、
豊
か
な

自
然
や
景
観
を
守
り
、
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
市
で

は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
中
山
間
地
域
等
の
継

続
的
な
営
農
体
制
の
構
築
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
新

た
に
、
人
材
を
融
通
し
合
う
な
ど
集
落

間
の
連
携
を
後
押
し
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
加
算
と
、
作
業
の
省
力
化
に
向
け

た
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
の
二
つ
の
加
算

措
置
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
地
域
が
求
め
る
対
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
活
力
あ
る
中
山
間
地
域
農
業

を
将
来
に
つ
な
い
で
い
く
。

長坂　将志
（共産党市議団）

桑原　望
（無所属）

服部　耕一
（共産党市議団）

農
業
政
策
に
つ
い
て

単
身
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た

対
策
に
つ
い
て

児
童
会
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
の

業
務
委
託
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

自
衛
隊
へ
の

個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て

長坂　将志

服部　耕一

桑原　望

大淵　正文

　国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
実
証
実

験
や
新
た
な
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

は
、
活
性
化
に
資
す
る
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
束
ね
、
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
に
策
定
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

ソ
フ
ト
事
業
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
第
３
期
計
画
お
よ
び
第
４
期
計
画

で
は
、
ハ
ー
ド
事
業
の
３
倍
の
ソ
フ
ト

事
業
を
掲
載
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
ソ
フ
ト
事
業
は
計
画
期
間
中
で
あ
っ

て
も
追
加
し
て
き
た
。
ま
た
、
第
３
期

計
画
で
は
、
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
の
開
設
に

際
し
、
先
行
し
て
実
験
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
引
き
続
き
、
民
間
の

ソ
フ
ト
事
業
を
誘
発
し
な
が
ら
、
公
民

連
携
に
よ
り
、
一
体
的
か
つ
重
点
的
な

中
心
市
街
地
政
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
地
区

に
つ
い
て
、
行
政
機
能
移
転
後
の

活
用
方
針
を
伺
う
。

　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
８
年
度
に
役
割
を
終
え
る
た

め
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
民
間
誘
導
を
図

り
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に
機
能

更
新
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一

方
で
、
敷
地
に
は
民
有
地
も
あ
る
た
め
、

権
利
者
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、

事
業
方
針
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
処

理
方
法
を
決
め
る
こ
と
が
適
切
と
考
え

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
や
土
地
所
有
者
に
協
力
し
て
早
期
の

再
開
発
等
の
事
業
化
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
機
能
移
転
後
の
建
物
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

や
財
政
負
担
等
を
考
慮
し
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
つ
い
て

関　充夫

関　充夫
（長岡令和クラブ）

　不
登
校
等
の
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
本
人
か
ら
の
相
談
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
権
利

擁
護
は
極
め
て
重
要
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
支
援
策
を
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
心
配
ご
と
に
関
す
る

相
談
機
関
と
し
て
、
総
合
相
談
窓
口
に

加
え
て
専
門
窓
口
も
複
数
設
置
し
、
幅

広
く
質
の
高
い
相
談
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
本
人
が
相
談
し

や
す
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
周
知
方

法
を
改
善
す
る
な
ど
、
現
在
の
相
談
体

制
の
活
用
と
充
実
に
努
め
て
い
く
。
来

年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
長
岡
市
こ
ど
も
計

画
の
推
進
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
の
権
利

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
中
で
、

第
三
者
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
も
国
・

県
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　介
護
や
障
害
等
の
複
合
的
、
重

層
的
な
課
題
を
抱
え
る
人
を
支
え

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
現
在
各
支
援
機
関
に
お
い
て
、

担
当
者
同
士
が
や
り
取
り
を
重
ね
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
相
談
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
課

題
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
人
材
確
保
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
に
ク
ラ
ウ
ド

型
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
相
談
業
務
に

Ａ
Ｉ
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
活
用

す
る
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
解

決
策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
部

局
で
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
お
り
、
組
織
横
断
的
な
対
応
に
向

け
た
職
員
同
士
の
勉
強
会
等
も
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
人
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

池田　明弘

大淵　正文
（市民クラブ）
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　保
護
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
保
護
者
に
対
し
て
は
、
令
和
６

年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
チ

ラ
シ
と
説
明
動
画
に
よ
り
、
来
年
度
か

ら
の
変
更
点
に
つ
い
て
周
知
し
た
。
今

後
は
、
受
託
事
業
者
が
決
定
し
た
こ
と

を
含
め
、
改
め
て
チ
ラ
シ
等
で
保
護
者

に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
併
設
す
る
児
童
館
の
館
長
や

児
童
厚
生
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
組

織
へ
の
説
明
会
を
必
要
に
応
じ
て
複
数

回
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に

民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
る

変
更
点
や
、
身
分
変
更
と
な
る
児
童
厚

生
員
の
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て
、
不
安

の
声
も
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、
児
童

館
長
や
児
童
厚
生
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
職
員
等
に
対
し
、
さ
ら
に
丁

寧
な
説
明
を
受
託
事
業
者
と
と
も
に
実

施
し
て
い
く
。

　民
間
委
託
を
契
機
に
、
長
期
休

業
時
の
食
事
の
提
供
を
実
現
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
ま
ず
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
提

供
と
安
定
的
な
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
が
最

優
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

長
期
休
業
中
の
食
事
提
供
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
食
事
の
提

供
な
ど
を
含
め
た
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
委
託
移
行

後
の
運
営
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
改

め
て
受
託
事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
検

討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
市
立
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て

　本
市
に
お
け
る
単
身
高
齢
者
の

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
を
伺
う
。

　
本
市
の
単
身
高
齢
世
帯
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
６
年
４

月
１
日
現
在
で
１
万
８
５
１
６
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
対
応
し
て
い
る
が
、
単
身
高
齢
世
帯

お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し
て

は
順
次
戸
別
訪
問
も
行
い
な
が
ら
、
困

り
事
や
生
活
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

　気
候
変
動
に
強
い
農
業
の
構
築

を
目
指
し
た
中
・
長
期
的
な
対
策

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
中
・
長
期
的
な

対
策
と
し
て
、
気
候
変
動
に
適
応

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
新
技
術
の
導

入
や
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た

対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
水
不
足
や
豪
雨
対
策
と
し
て
、

市
内
６
５
０
カ
所
以
上
の
水
田
等
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
各
ほ
場
の

水
管
理
等
に
活
用
し
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
は
水
不
足
に
備
え
た
営
農
指
導
に

つ
な
げ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
気
候

に
左
右
さ
れ
な
い
農
業
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
次
世
代
園
芸
を
推
進
し
て
お
り
、

市
内
へ
の
実
装
に
向
け
た
生
産
性
や
収

る
。
そ
の
後
の
対
応
は
、
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、

親
族
と
の
協
議
や
住
民
同
士
の
助
け
合

い
、
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
解
決

に
向
け
て
手
を
尽
く
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
と
き
め
細
か
な
対
応
に

よ
り
、
単
身
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て
、
ご

み
出
し
が
困
難
な
単
身
高
齢
者
が

利
用
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
伺
う
。

　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
週
１
回
戸

別
訪
問
を
し
て
ご
み
を
収
集
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
平
成
16
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
普
段
の

生
活
状
況
を
把
握
し
て
い
る
民
生
委
員

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら

単
身
高
齢
者
や
障
害
者
へ
事
業
の
紹
介

や
提
案
が
な
さ
れ
、
利
用
を
希
望
す
る

場
合
に
市
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
市
の
担
当
者

が
世
帯
の
状
況
や
ご
み
出
し
が
困
難
な

理
由
等
に
つ
い
て
面
談
を
通
し
て
確
認

し
、
利
用
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
。

池田　明弘
（長岡市公明党）

　知
事
に
対
し
、
再
稼
働
の
是
非

に
つ
い
て
県
民
に
信
を
問
う
方
法

を
早
期
に
示
す
よ
う
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
、
再
稼
働
の
是
非
を
問
う

県
民
投
票
の
実
施
を
目
指
し
た
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
知
事
が
述
べ
て
い
る

信
を
問
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お

り
、
そ
の
方
法
に
関
し
て
は
知
事
が
熟

考
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
市
町
村
研
究
会
な
ど
を
通
じ
て
、

県
に
対
し
取
り
ま
と
め
方
法
を
早
期
に

示
す
よ
う
求
め
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
本
市
と
し
て
は
知
事
の
再
稼
働

の
是
非
の
判
断
に
本
市
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

　個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
や
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
個
人
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
自
衛
隊
新
潟

地
方
協
力
本
部
と
の
間
で
覚
書
を
締
結

し
、
提
供
す
る
情
報
を
住
所
と
氏
名
の

２
情
報
の
み
と
す
る
制
限
を
設
け
、
目

的
以
外
で
の
使
用
禁
止
や
適
正
な
管
理

な
ど
も
求
め
る
な
ど
厳
密
な
運
用
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
は
宛
名
シ
ー
ル

に
印
字
し
て
提
供
し
て
お
り
、
他
の
用

途
で
の
使
用
を
難
し
く
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
自
衛
隊
に
自
身
の
情
報
提
供
を

希
望
し
な
い
市
民
の
た
め
に
除
外
申
請

の
機
会
を
設
け
て
お
り
、
市
内
高
校
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
個
人
情
報
保

護
を
強
化
し
た
形
で
提
供
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ

い
て

益
性
の
実
証
、
人
材
育
成
な
ど
を
進
め

て
い
く
。
加
え
て
、
高
温
に
強
い
品
種

の
導
入
促
進
や
、
農
業
用
水
路
の
施
設

改
修
な
ど
に
よ
り
、
気
候
変
動
に
負
け

な
い
産
地
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　今
後
の
中
山
間
地
域
農
業
の
振

興
に
対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
中
山
間
地
域
農
業
は
、
生
産
条

件
が
不
利
で
あ
る
一
方
、
豊
か
な

自
然
や
景
観
を
守
り
、
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
市
で

は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
中
山
間
地
域
等
の
継

続
的
な
営
農
体
制
の
構
築
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
新

た
に
、
人
材
を
融
通
し
合
う
な
ど
集
落

間
の
連
携
を
後
押
し
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
加
算
と
、
作
業
の
省
力
化
に
向
け

た
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
の
二
つ
の
加
算

措
置
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
地
域
が
求
め
る
対
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
活
力
あ
る
中
山
間
地
域
農
業

を
将
来
に
つ
な
い
で
い
く
。

長坂　将志
（共産党市議団）

桑原　望
（無所属）

服部　耕一
（共産党市議団）

農
業
政
策
に
つ
い
て

単
身
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た

対
策
に
つ
い
て

児
童
会
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
の

業
務
委
託
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

自
衛
隊
へ
の

個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て

長坂　将志

服部　耕一

桑原　望

大淵　正文

　国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
実
証
実

験
や
新
た
な
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

は
、
活
性
化
に
資
す
る
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
束
ね
、
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
に
策
定
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

ソ
フ
ト
事
業
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
第
３
期
計
画
お
よ
び
第
４
期
計
画

で
は
、
ハ
ー
ド
事
業
の
３
倍
の
ソ
フ
ト

事
業
を
掲
載
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
ソ
フ
ト
事
業
は
計
画
期
間
中
で
あ
っ

て
も
追
加
し
て
き
た
。
ま
た
、
第
３
期

計
画
で
は
、
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
の
開
設
に

際
し
、
先
行
し
て
実
験
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
引
き
続
き
、
民
間
の

ソ
フ
ト
事
業
を
誘
発
し
な
が
ら
、
公
民

連
携
に
よ
り
、
一
体
的
か
つ
重
点
的
な

中
心
市
街
地
政
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
地
区

に
つ
い
て
、
行
政
機
能
移
転
後
の

活
用
方
針
を
伺
う
。

　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
８
年
度
に
役
割
を
終
え
る
た

め
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
民
間
誘
導
を
図

り
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に
機
能

更
新
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一

方
で
、
敷
地
に
は
民
有
地
も
あ
る
た
め
、

権
利
者
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、

事
業
方
針
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
処

理
方
法
を
決
め
る
こ
と
が
適
切
と
考
え

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
や
土
地
所
有
者
に
協
力
し
て
早
期
の

再
開
発
等
の
事
業
化
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
機
能
移
転
後
の
建
物
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

や
財
政
負
担
等
を
考
慮
し
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
つ
い
て

関　充夫

関　充夫
（長岡令和クラブ）

　不
登
校
等
の
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
本
人
か
ら
の
相
談
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
権
利

擁
護
は
極
め
て
重
要
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
支
援
策
を
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
心
配
ご
と
に
関
す
る

相
談
機
関
と
し
て
、
総
合
相
談
窓
口
に

加
え
て
専
門
窓
口
も
複
数
設
置
し
、
幅

広
く
質
の
高
い
相
談
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
本
人
が
相
談
し

や
す
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
周
知
方

法
を
改
善
す
る
な
ど
、
現
在
の
相
談
体

制
の
活
用
と
充
実
に
努
め
て
い
く
。
来

年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
長
岡
市
こ
ど
も
計

画
の
推
進
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
の
権
利

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
中
で
、

第
三
者
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
も
国
・

県
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　介
護
や
障
害
等
の
複
合
的
、
重

層
的
な
課
題
を
抱
え
る
人
を
支
え

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
現
在
各
支
援
機
関
に
お
い
て
、

担
当
者
同
士
が
や
り
取
り
を
重
ね
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
相
談
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
課

題
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
人
材
確
保
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
に
ク
ラ
ウ
ド

型
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
相
談
業
務
に

Ａ
Ｉ
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
活
用

す
る
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
解

決
策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
部

局
で
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
お
り
、
組
織
横
断
的
な
対
応
に
向

け
た
職
員
同
士
の
勉
強
会
等
も
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
人
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

池田　明弘

大淵　正文
（市民クラブ）
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令
和
４
年
11
月
に
本
市
の
鳥
越

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た

死
亡
事
故
に
つ
い
て
、
深
刻
な
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
に
多
く
の
自
治
体
が

行
う
よ
う
に
、
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、

経
緯
や
原
因
を
ま
と
め
た
調
査
報
告
書

を
公
表
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
捜
査
権
限
を
持
た
な
い
市
の
組

織
が
行
う
調
査
に
は
限
界
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
事

故
後
に
現
地
の
確
認
や
職
員
へ
の
聞
き

取
り
を
行
う
な
ど
、
調
査
を
実
施
し
て

き
た
が
、
事
故
原
因
等
の
解
明
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
事
故
の
原
因
等
は
司
法

の
場
等
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
警
察
の
捜

査
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

市
と
し
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
の
令
和

６
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

賛
成
討
論
に
お
い
て
、
長
岡
令
和
ク
ラ

ブ
の
関
充
夫
議
員
か
ら
長
岡
戦
災
資
料

館
の
移
転
事
業
に
関
し
て
、「
執
行
部

側
か
ら
は
、
反
対
す
る
な
ら
市
長
は
今

後
応
援
し
な
い
と
い
う
言
葉
を
会
派
の

み
ん
な
に
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
二
元
代
表
制
の
根
幹
に
か

か
わ
る
看
過
で
き
な
い
発
言
で
あ
る
が
、

発
言
は
事
実
か
伺
う
。

　
長
岡
戦
災
資
料
館
の
移
転
事
業

に
つ
い
て
個
別
に
説
明
す
る
中
で

の
発
言
と
思
わ
れ
る
が
、
本
事
業
の
趣

旨
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
引
き
続
き

執
行
部
と
議
員
と
で
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
た
も
の

で
あ
る
。
直
接
的
に
そ
う
し
た
発
言
を

し
た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
誤
解

を
招
い
た
こ
と
は
反
省
し
て
お
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
と
執
行
部
は
互
い
に
独

立
し
た
対
等
な
関
係
で
あ
り
、
議
案
に

対
し
賛
成
を
強
い
た
意
図
は
な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題
に
つ

本
市
に
お
け
る

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ
い
て

　
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
運

営
主
体
と
な
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
導
入
し
た
際
の
効
果
や
課
題
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
公
共
交
通
空
白
地

域
に
お
い
て
移
動
に
制
約
の
あ
る
高
齢

者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
生
活
交
通

が
確
保
で
き
る
優
れ
た
手
段
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

の
ほ
か
、
事
故
や
事
件
へ
の
対
応
や
運

行
管
理
体
制
の
構
築
等
の
課
題
が
あ
り
、

解
決
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
、
既
存
の
バ
ス
事
業
者
や
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
の
競
合
に
よ
る
影
響
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
導
入
で
き
る

地
域
や
運
行
方
法
等
に
つ
い
て
、
交
通

事
業
者
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
運
営
主
体
と
な
る
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
も
含
め
、
導
入
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
本
市
は
市
域
が
広
大
で
あ
る
た

め
、
地
域
ご
と
の
公
共
交
通
の
実

情
も
異
な
っ
て
お
り
、
一
部
地
域
に
お

い
て
は
公
共
交
通
空
白
地
域
も
生
じ
て

い
る
。
一
方
で
、
通
院
や
買
い
物
等
の

日
常
生
活
を
支
え
る
地
域
交
通
を
維
持

す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。
引
き
続
き
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を

含
め
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
交
通
政
策
を
実
施
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
個
別
避
難
計
画
に
お
け
る
本
市
の
進

捗
に
つ
い
て

　
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
に
つ

い
て
、
よ
り
正
確
に
調
査
す
る
た

め
高
等
総
合
支
援
学
校
と
の
連
携
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
、
障
害
支
援
区
分
認
定
調

査
で
は
、
対
象
者
本
人
や
そ
の
家

族
、
支
援
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
て

い
る
。
調
査
に
お
け
る
高
等
総
合
支
援

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
今
後
学

校
側
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
認

定
調
査
の
正
確
性
を
保
つ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
研
さ
ん
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
で
は
日
頃
か
ら
高
等
総
合

支
援
学
校
と
の
連
携
を
密
に
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
。
市
が
実
施
し
て
い
る

農
業
へ
の
期
待
の
高
ま
り
に

応
え
る
施
策
に
つ
い
て

　
農
業
人
材
の
確
保
、
育
成
に
向

け
た
支
援
策
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
確
保
に
向
け
、
就
農
準
備
資
金

や
技
術
習
得
、
経
営
継
承
に
向
け
た
研

修
支
援
な
ど
に
よ
り
、
農
業
分
野
に
興

味
を
持
ち
、
挑
戦
し
、
そ
し
て
経
営
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
設
備
投
資
に
つ

い
て
も
、
市
独
自
の
支
援
制
度
に
加
え
、

国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
、
農
業
者
の

や
る
気
や
前
向
き
な
意
欲
を
後
押
し
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
女
性
や
若
者
な

ど
の
多
様
な
人
材
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応

援
し
、
地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い

強
度
行
動
障
害
に
係
る
研
修
に
は
、
高

等
総
合
支
援
学
校
の
教
員
に
も
参
加
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
福
祉
事
業
者
か
ら

は
教
員
と
意
見
交
換
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
あ
る
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
学
校
と
事
業
者
を
つ
な
ぐ
一
助
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
等
総
合
支

援
学
校
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
若
者
の
政
治
参
加
の
意
識
向
上

の
た
め
、
若
者
選
挙
立
会
人
制
度

の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
現
在
、
期
日
前
投
票
所
の
立
会

人
を
公
募
す
る
際
に
は
、
若
者
か

ら
も
応
募
し
て
も
ら
え
る
よ
う
市
内
の

大
学
や
専
門
学
校
等
に
も
募
集
要
項
を

送
付
し
て
い
る
。
10
代
お
よ
び
20
代
の

立
会
人
は
、
令
和
５
年
の
統
一
地
方
選

挙
で
５
人
、
令
和
６
年
の
市
長
選
挙
で

５
人
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
よ
り
多
く

の
若
者
か
ら
応
募
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
若
者
へ
の
啓
発
活
動
の
際
な
ど
で

も
、
公
募
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

金子 陽奈子
（市民クラブ）

　
市
長
は
、
市
民
の
不
安
が
解
消

さ
れ
な
い
限
り
柏
崎
刈
羽
原
発
は

再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
公
約
を

掲
げ
て
お
り
、
国
や
事
業
者
に
対
し
、

必
要
な
こ
と
は
実
現
性
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
求
め
て
い
く
姿
勢
を
と
っ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
市
は
、
知
事
の
判
断
に

本
市
の
意
向
を
反
映
さ
せ
て
い
く
と
の

考
え
を
示
し
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
手

段
よ
り
も
、
本
市
と
東
京
電
力
が
締
結

し
て
い
る
安
全
協
定
に
事
前
了
解
権
を

追
加
す
る
方
が
公
約
実
現
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
東
京
電
力
と
事
前
了
解
権
を
含

む
安
全
協
定
の
締
結
が
実
現
し
た

場
合
、
本
市
の
意
向
に
よ
る
再
稼
働
の

中
止
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う

し
た
協
定
を
締
結
で
き
る
見
込
み
は
な

い
。
市
と
し
て
は
、
政
策
の
実
現
性
等

の
観
点
か
ら
、
知
事
に
よ
る
県
内
自
治

体
の
意
向
取
り
ま
と
め
の
中
で
、
本
市

の
思
い
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
最
良
と

判
断
し
て
お
り
、
引
き
続
き
本
市
の
思

い
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
注
力
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
市
長
か
ら
再
稼
働
の
議
論
を

始
め
る
前
提
と
し
て
、
国
が
責
任
を
持

つ
体
制
の
構
築
や
豪
雪
時
の
避
難
対
策

等
、
早
期
の
対
応
を
求
め
る
４
項
目
が

示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
未
達
成
で
あ
れ

ば
、
本
市
は
再
稼
働
に
反
対
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
４
項
目
に
限
ら
ず
、
屋
内
避
難

の
実
効
性
や
複
合
災
害
時
の
対
応

等
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
４
項
目

は
再
稼
働
の
議
論
の
要
点
に
な
る
が
、

国
や
事
業
者
の
対
応
に
よ
る
リ
ス
ク
軽

減
の
程
度
を
踏
ま
え
、
本
市
の
判
断
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
国
や
事
業
者
に
よ

る
対
応
が
全
く
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
、
そ
の
時
に
議
論
し
、
判
断
す
る
。

手
の
確
保
、
育
成
を
進
め
て
い
く
。

若
者
が
本
市
に
住
み
た
く
な
る

施
策
に
つ
い
て

　
若
者
が
選
べ
る
多
様
な
働
く
場

所
の
創
出
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ミ

ラ
イ
エ
長
岡
で
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
４
社
の
入
居
や
、
首
都
圏

な
ど
の
企
業
11
社
の
進
出
が
実
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
長
岡
で
暮
ら
し
な
が
ら

首
都
圏
企
業
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
勤

め
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

に
つ
い
て
は
、
現
在
66
社
か
ら
賛
同
を

得
て
お
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で

は
約
70
人
が
就
労
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
長

岡
に
よ
る
伴
走
型
起
業
支
援
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
起
業
家
も
生
ま
れ

て
い
る
。
今
後
も
、
求
人
活
動
の
支
援

等
に
よ
り
若
者
の
市
内
企
業
へ
の
就
業

を
促
す
と
と
も
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
や
新
た
な
産
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
に
よ
り
、
若
者
が
求
め
る

職
種
や
企
業
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

関　貴志
（無所属）

豊田　朗
（市民クラブ）

笠井　綾華
（無所属クラブ）

障
害
者
支
援
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

笠井　綾華

関　貴志

豊田　朗

金子　陽奈子

　
期
日
前
投
票
所
で
あ
る
商
業
施

設
や
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
、
当
日
投

票
所
と
し
て
共
通
投
票
所
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
共
通
投
票

所
を
設
置
す
る
際
に
は
二
重
投
票

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
各
投
票
所
に
専
用

回
線
を
整
備
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
選
挙

人
名
簿
対
照
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
市
の

１
５
９
カ
所
の
当
日
投
票
所
全
て
に
整

備
、
導
入
す
る
こ
と
は
費
用
面
等
の
理

由
に
よ
り
難
し
い
た
め
、
投
票
日
前
日

ま
で
に
期
日
前
投
票
所
を
利
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
く
。

水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

　
国
が
公
表
を
予
定
し
て
い
る
水

道
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、
今
後
の
長

岡
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
を

伺
う
。　

水
道
カ
ル
テ
は
、
国
が
各
事
業

者
の
料
金
回
収
率
や
耐
震
化
率
を

チ
ャ
ー
ト
上
に
示
し
、
比
較
で
き
る
よ

う
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

山
間
部
の
よ
う
に
施
設
の
数
が
多
く
、

事
業
コ
ス
ト
が
高
い
地
域
で
は
、
料
金

の
実
額
は
周
辺
の
事
業
者
よ
り
高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
料
金
回
収
率
が
相
対

的
に
低
く
な
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
耐
震
化
率
に
つ
い
て
は
、
給
水

区
域
が
広
く
、
管
路
が
長
い
場
合
、
耐

震
化
率
を
高
め
る
た
め
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
水
道

カ
ル
テ
は
参
考
資
料
の
一
つ
と
し
て
活

用
し
な
が
ら
、
水
道
施
設
全
体
や
財
政

状
況
を
丁
寧
に
分
析
し
、
本
市
の
実
情

を
踏
ま
え
た
事
業
計
画
を
立
て
て
い
く

こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

松野　憲一郎

松野 憲一郎
（長岡令和クラブ）

学
び
と
命
を
守
る
た
め
の

妊
娠
し
た
生
徒
へ
の

　
　

支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

　
市
内
の
公
立
中
学
校
に
お
け
る

出
産
を
希
望
す
る
生
徒
へ
の
具
体

的
な
対
応
方
針
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
生
徒
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
案
へ
の
対
応
方
針
と
し

て
、
事
案
ご
と
に
生
徒
の
健
康
や
将
来

等
を
常
に
第
一
に
考
え
、
生
徒
や
保
護

者
と
十
分
に
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
こ
の
対
応
方

針
の
下
、
各
事
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

未
来
の
健
康
を
支
え
る
た
め
の

予
防
医
療
と
し
て
の

歯
列
矯
正
支
援
に
つ
い
て

　
歯
科
検
診
に
お
い
て
保
険
適
用

が
さ
れ
な
い
程
度
の
咬
合
異
常
等

が
認
め
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
、

そ
う
し
た
症
状
を
放
置
す
る
リ
ス
ク
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
１
歳
６
カ
月
児
、

２
歳
児
、
３
歳
児
を
対
象
に
歯
科

検
診
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

は
、
１
歳
６
カ
月
児
で
１
・
５
％
、
２

歳
児
で
７
・
６
％
、
３
歳
児
で
５
％
の

幼
児
が
不
正
咬
合
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
対
応
と
し
て
は
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
よ
う
保
護
者
に
指
導
し
て
い
る
。

　
一
方
、
小
・
中
学
校
の
歯
科
検
診
に

お
い
て
は
、
統
計
上
の
数
字
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
歯
科
医
に
よ
る
診
断
が

必
要
と
指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
、
学
校

か
ら
保
護
者
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
そ
の
際
、
そ
し
ゃ
く
や
言
語
に

支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の

不
正
咬
合
等
を
放
置
す
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
も
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
医
師

が
診
断
し
、
健
康
維
持
の
た
め
の
治
療

が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
保
険
を

適
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

三澤　寛人

三澤　寛人
（無所属）

ク
リ
ッ
プ

こ
う
ご
う

こ
う
ご
う

ナ

ガ

オ

カ

ワ

ー

カ

ー

こ
う
ご
う
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※４　ワークエンゲージメント：「仕事から活力を得ていきいきとしている」、「仕事に誇りとやりがいを感じている」、「仕事に熱心に取り組んでいる」の三つが揃った心理状態。
※５　サブスク（サブスクリプション）：月額料金等を支払うことで商品が定期的に提供される定額制サービス。
※６　ＰＦＡＳ（ピーファス）：有機フッ素化合物。１万種類以上の物質が存在するとされており、一部の物質は難分解性、高蓄積性、長距離移動性という性質を持つ。

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（２月中旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

12月定例会　
常任委員会の所管事項に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●職員のワークエンゲージメントを引き出す市の取り組み
●土砂災害警戒情報発表時の市の対応と緊急情報の伝達に係る取り組み
●次期総合計画を長期ビジョンとする意義と市長のマニフェストとの関連性
●県の被ばく線量シミュレーションに対する市の考え
●長岡空襲80年事業と長岡戦災資料館移転に関する進捗状況
●自助・共助条例の施行を受けた市の取り組みと地域防災活動への支援
●行政ＤＸの取り組みとトランスフォーメーションを担う人材の育成 ほか

●認知症相談窓口に係る市ホームページでの掲載方法
●児童クラブ等の民間事業者への業務委託および今後の進め方
●マイナポータルでの乳幼児健診結果の誤表示への対応と今後の再発防止策
●公立保育園におけるおむつのサブスク導入に対する市の考えと課題
●部活動地域移行の進捗状況および移行後の大会遠征費に係る補助の実施
●指定文化財「書籍、南総里見八犬伝　全巻」の文化財としての評価とその活用
●訪問介護の報酬引き下げによる影響と市の支援 ほか

産業市民委員会 建設委員会
●本市が目指すアーバンスポーツ振興の方向性

●公共施設のＺＥＢ化に対する市の考え

●ＰＦＡＳが排出される可能性のある場所や健康リスクに対する市の認識

●町内会のデジタル化支援の取り組み

●インバウンド誘客の促進に向けた情報発信の取り組み

●国の経済対策を活用した市の物価高騰対策 ほか

●川口中央簡易水道におけるＰＦＡＳ検出を受けた今後の対策

●寺泊旧北国街道周辺地区の今後の整備予定

●民間主導による中心市街地再開発事業の促進

●大規模災害に備えた維持修繕協定の課題と協定締結に対する市の考え

●今冬の除雪に向けた新たな取り組み

 ほか

総務委員会　令和６年10月15日～17日
＜調査項目＞
●神奈川県川崎市「総合防災情報システム」
●静岡県富士市　 「富士市デジタル変革宣言」
●神奈川県藤沢市「市政運営の総合指針」
　富士市は、令和２年に「富士市デジタル変革宣言」を発出し、「市民サービス」、
「地域活性化」、「行政改革」の三つを柱にデジタル改革に取り組んでいます。本
市でもすでに一部取り組んでいますが、業務の効率化や生産性向上のため、共
通ファイルやスケジュール等を全庁で共有する取り組みは興味深く感じました。
また、組織横断的に検討すべき課題などに情報政策アドバイザーとして外部人
材を活用する取り組みや、ＳＮＳなどを活用したデジタルマーケティングの実施
に当たり、広告代理店による研修を若手
職員の必須研修とする取り組みも行われ
ています。本市においても、行政のＤＸ
を推進するための方法として庁外の人材
を活用すべきと感じました。
　このほか、神奈川県川崎市の総合防災
情報システム、神奈川県藤沢市の市政運
営の総合指針について視察しました。

（報告：池田　明弘） 藤沢市役所にて

行 政 視 察 報 告 行政視察を実施した四つの常任委員会の視察報告を掲載します。
視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

文教福祉委員会　令和６年10月15日～17日
＜調査項目＞
●山形県山形市「シェルターインクルーシブプレイス コパル」
●山形県米沢市「上杉鷹山の教えを取り入れた道徳教育」
●岩手県紫波町「紫波町図書館（情報交流館）」
　米沢市では、上杉鷹山公の教えを反映し、子どもたちに倫理観や目的意識を
養う教育を推進しています。目指す子ども像として「がってしない子ども（へ
こたれず、くじけない子ども）」を掲げ、米沢の歴史や上杉鷹山公の偉業につい
て学ぶカリキュラムを構築し、授業では、市が独自に作成した副読本「ふるさ
と米沢の心」を利用しています。上杉鷹山公の教えに触れることは、自律性や
規律を養うことに貢献しており、また地域教育を通して生まれた郷土愛は、若
年層の地元帰還につながっています。本
市においても、米百俵の精神を後世に受
け継いでいくに当たり、大変参考になる
視察でした。
　このほか、山形県山形市のシェルター
インクルーシブプレイス　コパル、岩手
県紫波町の紫波町図書館（情報交流館）
について視察しました。

（報告：笠井　綾華） 紫波町図書館（情報交流館）にて

産業市民委員会　令和６年10月30日～11月１日
＜調査項目＞
●岡山県岡山市　 「アーバンスポーツの振興」
●広島県廿日市市「鳥獣被害対策」
●福岡県久留米市「公共施設のＺＥＢ化及び民間建築物ＺＥＢ化への支援」
　久留米市は、環境部庁舎をＺＥＢ（快適な室内環境を実現しながら、建物で消
費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物）化改修
し、既存公共建築物では全国初となる『ＺＥＢ』認証を取得しました。ＺＥＢ化
改修を検討する際には、①空調改修が必要なタイミングであること、②費用回収
のために長期的な施設活用が見込めること、③既に断熱性が高い建物であること
が求められます。久留米市では、現在市有７施設についてＺＥＢ化改修が可能
と判断して順次改修を進めています。本
市でも、新設の施設のみならず、既存施
設の改修においても、可能な限りＺＥＢ
化を検討すべきと考えます。
　このほか、岡山県岡山市のアーバンス
ポーツの振興、広島県廿日市市の鳥獣被
害対策について視察しました。

（報告：長坂　将志）
廿日市市役所にて

建設委員会　令和６年10月30日～11月１日
＜調査項目＞
●静岡県富士市「富士市土木技術職員人材育成計画」
●愛知県豊橋市「水道スマートメーターへの取組」
●千葉県君津市「ドローンを活用した橋りょう点検」
　豊橋市では、水道の使用量を遠隔で自動検針できる「水道スマートメーター」
の導入が進んでいます。この水道スマートメーターは、現地を訪れずに水道使
用量のデータを正確に取得できるため、検針員不足の解消や誤検針の防止が期
待できます。また、水道管の老朽化等による漏水の早期発見にも役立つなど、
市民の安心・安全を支える仕組みとなっています。費用面や電池寿命、データ
送信頻度の調整等の課題はあるものの、技術の改良や運用方法の工夫により費
用対効果を高めることで、新たなインフ
ラ管理の在り方としてスマートシティ化
につながることが期待できます。
　このほか、静岡県富士市の富士市土木
技術職員人材育成計画、千葉県君津市の
ドローンを活用した橋りょう点検につい
て視察しました。

（報告：三澤　寛人）
富士市役所にて

※６

※４

※５

○ P5　行政視察報告
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11月
11日 子ども・若者の権利条例

（仮称）制定検討委員会

25日
議会運営委員会
議会活性化特別委員会

26日 子ども・若者の権利条例
（仮称）制定検討委員会

29日
議会運営委員会
本会議（招集日）
産業市民委員会

12月

12
月

定

例

会
（
21
日
間
）

２日
本会議３日

４日

10日 子ども・若者の権利条例
（仮称）制定検討委員会

11日 建設委員会
12日 産業市民委員会
13日 文教福祉委員会
16日 総務委員会

19日

議員協議会
議会運営委員会
総務委員会
建設委員会
本会議（最終日）

１月

15日
議会活性化特別委員会
子ども・若者の権利条例
（仮称）制定検討委員会

市議会の活動状況

12月６日～９日　米国・ホノルル市を訪問

令和６年の行政視察受入状況

議員発議で条例制定へ！～長岡市子ども・若者の権利条例～
　子ども・若者の権利条例（仮称）制定検討委員会は、12月10日に、
これまで委員会で協議を重ねてきた内容を踏まえて策定した「長岡市子ど
も・若者の権利条例（案）」を丸山広司委員長から加藤議長に手交し、条
文について説明するとともに、条例制定に向けた要請を行いました。そ
の後、12月19日に議員協議会が開催され、条例制定の趣旨やスケジュー
ルについて全議員へ説明がありました。また、12月24日から１月23日
までパブリックコメントを実施し、条例案に対する市民からの意見を募
りました。
　今後は、３月定例会での条例案の発議・成立を目指します。

　真珠湾追悼式典に参列するため、磯田市長とともに加藤議長が米国・
ホノルル市を訪問しました。
　また、ホノルル市議会議員と面会し、令和７年は太平洋戦争終結80周
年の節目でもあることから、令和７年８月の長岡市の平和行事へのホノ
ルル市議会議長の招待を伝えました。

大淵　正文 議員　逝去
　大淵正文議員（市民クラブ）が、病気のため、１月13日に52歳でご逝去されました。
　大淵正文議員は、令和５年に長岡市議会議員に初当選し、市政の発展のためにご尽力され
ました。
　ここに慎んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

　長岡市議会では、全国の議会関係者から本市の事業や取り組みについての視察を受け入れています。令和６
年は、全国の48団体377人の方が本市を訪れ、子育ての駅やミライエ長岡、生ごみバイオガス化事業など本市
の施設や施策を視察されました。

ホノルル市議会議員と加藤議長

正副議長と検討委員会の委員

○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会 派 別 議 案 等 賛 否 一 覧 表
12月定例会

会　派　名
（　）は所属議員数

議 案 等

市
民
ク
ラ
ブ
⑿

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑶

長
岡
市
公
明
党
⑶

無
所
属
ク
ラ
ブ
⑶

市
民
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

無

所

属

Ｅ

議決結果

市

長

提

出

議

案

等

専 決 処 分 専決第10号　令和６年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　 認

補 正 予 算

議案第114号　令和６年度一般会計
（（歳入）ふるさと長岡への応援寄附金ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第149号　令和６年度一般会計
（人事院及び新潟県人事委員会の勧告を踏まえ
た職員等の人件費）

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

無所属クラブ提出の修正案 × × × × ○ × ○ × × × × 修 正 案
否 決

令和６年度国民健康保険事業特別会計�ほか４件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　　 例

市税条例の一部改正� ほか10件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

職員の給与に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

無所属クラブ提出の修正案 × × × × ○ × ○ × × × × 修 正 案
否 決

そ の 他

市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（長岡北部地域斎場（仮称）造成工事）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（道路新設工事（市道二和160号線
ほか）変更契約） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新潟県市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

指定管理者の指定（高齢者センターとちお）
� ほか15件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 事
教育委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　 意

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　 意

議

員

提
出
議
案

意 見 書 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

■産業市民委員会 副委員長交代のお知らせ
　11月29日に開催された産業市民委員会において、大竹 雅春副委員長の辞任が許可され、後任の副委員長に
藤井 達徳委員が選任されました。

会派別議員名簿（12月19日現在）

市 民 ク ラ ブ

池田　和幸　　田中　茂樹
豊田　　朗　　多田　光輝
波多　恵理　　二ツ家和樹
大淵　正文　　金子陽奈子
丸山　広司　　松井　一男
丸山　勝総　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

神林　克彦　　松野憲一郎
五十嵐良一　　山田　省吾
関　　充夫　　　　　　　

共産党市議団 笠井　則雄　　服部　耕一
長坂　将志　　　　　　　

長岡市公明党 池田　明弘　　中村　耕一
藤井　達徳　　　　　　　

無所属クラブ 衣川　広志　　高橋　美里
笠井　綾華　　　　　　　

市民さわやか
ク ラ ブ 関　　正史　　酒井　正春

無 所 属

Ａ　三澤　寛人　　　　　

Ｂ　大竹　雅春　　　　　

Ｃ　桑原　　望　　　　　

Ｄ　水科　三郎　　　　　

Ｅ　関　　貴志　　　　

Ｆ　加藤　尚登（議長）　 

各種行政委員の選任・推薦に同意
　12月19日の本会議最終日において、次の方を
選任・推薦することに同意しました。
〇教育委員会委員

恩
お ん

田
だ

　富
と み

太
た

 氏（新任）
○人権擁護委員
五
い か ら し

十嵐美
み

千
ち

子
こ

 氏（再任）　髙
た か

橋
は し

　惠
け い

子
こ

 氏（再任）
丸
ま る

山
や ま

　亮
りょう

淨
じょう

 氏（再任）　北
き た

原
は ら

　光
み つ

男
お

 氏（新任）
綱
つ な

　　　薫
かおる

 氏（新任）　豊
と よ

田
だ

　祐
ゆ う

子
こ

 氏（新任）
三

み

⻆
か ど

　幸
ゆ き

重
え

 氏（新任）　吉
よ し

原
は ら

　　満
みつる

 氏（新任）


